
4-2-7 神奈川県立保健福祉大学 社会福祉学科 

• 「ヒューマンサービス論」を軸とし、「人間総合教育科目」「連携実践教育科目」「専門創造教育科目」

から構成される。 
• 看護、栄養、社会福祉、リハビリテーションの 4 つの学科の連携を重視し、「連携実践教育科目」を

設置するほか、4 年次には学科混成のグループで事例検討を行う。 
• 卒業時点ではなく、生涯学び続けるための土台を築き、将来のリーダーを育成することを目標として

いる。 
 

A01 教育機関名 神奈川県立保健福祉大学 
A02 学校種別 県立大学 
A03 教育機関の連絡先 社会福祉学科 
A04 

教育機関情報 

教育機関の連絡方法 info@kuhs.ac.jp 
B01 教育プログラム名称 社会福祉学科 介護福祉士コース 
B02 教育プログラムの URL http://www.kuhs.ac.jp/?page_id=89 
B03 

プログラム外形情

報 
正規/非正規 正規課程 

C01 
教育プログラムの内容（概

要） 

少人数制で設備等の学習環境が整っている。

実習を重視し、ほとんどの教員が実習指導に係

わり、また現場の施設等の全面的な協力が得ら

れている。公務員の福祉職を含め、福祉関係の

仕事に就く学生が多い。教員は、福祉現場のソ

ーシャルワーカーや国や地方自治体の行政官

の経歴を持つ教員が多い。 
C02 

プログラム内容 

e-learning の活用状況 なし 

D01 
教育プログラムの履修期

間 
4 年間 

D02 
教育プログラムの履修単

位数 

学科卒業:象徴科目 2 単位、人間総合教育科目

24 単位、連携実践教育科目 16 単位、専門創造

教育科目 82 単位、卒業研究 2 単位、合計 126
単位を修得。 
介護福祉士コース:指定科目を含み 150～151
単位を修得する必要がある。 

D03 
教育プログラムの総授業

時間数 
1890 時間以上 

D04 

プログラム規模 

教育プログラムのうち実践

的授業時間数 
介護福祉実習 7 単位(105 時間)、演習 8 単位

(120 時間)（介護技術演習、介護総合演習等） 

J0A 
受講者の能力評

価 
修了結果の証明書類の

発行 

学士。 
社会福祉士国家試験受験資格 
又は精神保健福祉士国家試験受験資格 
選択により介護福祉士国家試験受験資格 
社会福祉主事任用資格、児童指導員任用資

格、身体障害者福祉司任用資格、知的障害者

福祉司任用資格、児童福祉司任用資格 
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4-2-7-1 経緯と概要 

神奈川県立保健福祉大学は、保健・医療・福祉領域にかかわる実践力のある専門職の養成、未来を見

据えた総合的な能力を持って、「ヒューマンサービス」を実践の基盤とする豊かな人材の育成をはかること

を目的として、平成 15 年に開設された。看護、栄養、社会福祉、リハビリテーションの 4 つの学科が連携し

「ヒューマンサービス」の実現を担う新たな人材の育成を、また「実践教育センター」では、学部との緊密な

連携を図りつつ生涯教育を担う拠点として多様な教育研修を実施している。 
大学の理念の象徴科目である「ヒューマンサービス論」では、「保健・医療・福祉の連携と総合化」、「ヒュ

ーマンサービス」を実践するために必要な幅広い知識や、豊かな教養を身につける必要性について学生

一人ひとりが深く理解すること目指している。 
社会福祉学科では、介護福祉士コースと精神保健福祉士コースが設置されている。 

4-2-7-2 プログラム設計 

社会福祉学科の教育目標は、「だれもが自立した市民として、尊厳を持って個性的に生きることができ、

また、不安や孤独、排除や孤立のない福祉社会を創造していくために、社会福祉に関するグローバルな認

識に基づいて、それぞれのコミュニティにおけるヒューマンサービスを実践できる能力を持った人材の育

成」である。介護福祉士については、県内だけでなく、日本全体を引っ張るリーダーを育てること、個人の

力の限界があるので多様な人と連携しながら、切磋琢磨する力を育てること、生涯学び続けるための土台

を築いていくことに力をいれている。 
教育カリキュラムは、「ヒューマンサービス論」を軸とし、「人間総合教育科目」「連携実践教育科目」「専門

創造教育科目」から構成される。社会福祉学科では、基礎領域、制度・政策領域、方法・技術領域、分野

各論領域、実習領域、関連領域、専門演習の 7 領域に科目が設置されている。 
 

 
出典：神奈川県立保健福祉大学 大学案内（2011 年版） 

図 4-10 保健福祉学部における教育カリキュラム 
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授業展開にあたってはグループ演習を多用し、学生が主体的・創造的に学べるよう工夫している。 
4 年次のヒューマンサービス論では、学長以下教員が一丸となって本科目を担当する。全学科混成のグ

ループで事例検討を行い教育理念・目標、社会福祉学科の教育目標を実感できるように導く。他の学科の

学生は事例を専門分化して捉えるのに対して、本学科の強みはコーディネート力であり、連携・統合するこ

との重要性を認識する機会になる。 
介護福祉士コースにおいては、介護福祉実習による学生の成長が極めて大きく、実習報告会において、

学生個々の能力や可能性・教育の成果を確認することができる。実習指導者や施設職員、他のコースの

教員、介護福祉士コースの後輩や上級生、実践教育センター教員コースや実習指導者コース学生等の参

加を求めている。発表内容に対する意味づけや評価・感想を伝えるため、学生の自己評価能力を高める

機会にもなっている。 
平成 21 年度から、国の保健福祉人材の教育に係る検討結果を踏まえたカリキュラム改正を行っている

が、今後ともニーズの多様化や社会環境の変化、専門人材を取り巻く状況に対応するため、カリキュラム委

員会を中心に検討している。 
学科の運営については、学科長・教授による人事小委員会、各コース、委員会協議等により、計画・実

践・評価を行っている。大学認証評価も受けている。 
授業については学生評価を義務づけている。結果は教員 1 人 1 人にフィードバックされる。学生は評価

結果を図書館で閲覧することができる。学生からの個別メッセージは教員本人のみに届き、授業内容の修

正を図ることができる。 
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※太字は必修科目 

出典：http://www.kuhs.ac.jp/?page_id=490 

図 4-11 社会福祉学科のカリキュラム 

 

 63

http://www.kuhs.ac.jp/?page_id=490


4-2-7-3 受講者 

学科の定員は 60 名。県内の学生が 3 分の 2 である。多くは高卒の学生であるが、年々社会人が増えて

いる。女性が 8 割を占める。留学生もいる。 

4-2-7-4 出口・就職 

学科としては、多くの卒業生が神奈川県社会福祉協議会などの社会福祉法人、医療機関や地方自治

体、民間企業に幅広く就職している。介護コースでは、民間企業に 1,2 名のほかは、国・県・市町村等行政

関係、6 割前後が施設等の現場である。平成 22 年度は進学が 3 名。 
社会福祉士と介護福祉士の W 資格を取得するというのは、本学の特徴であり就職の面で有利である。ま

た、資格のみではなく、実習先では受け入れている様々な養成校の学生の質を比較している。県立である

ことや初代学長の功績など大学への信頼、また教員への信頼も影響している。 

表 4-8 社会福祉学科卒業生（平成 22 年 3 月）の主な就職先 

社会福祉法人 訪問の家、杜の会、成和ナーシングプラザ、横浜市リハビリテーション事

業団、かわさき市民活動センター、ほどがや地域活動ホーム、大仙市社

会福祉協議会、県央福祉会、鎌倉静養館、湘南育成園、天王森の郷、東

京育成園、六郷福祉会、逗子ホームせせらぎ、等 
地方自治体等 神奈川県、横浜市、横須賀市(以上、福祉職) 

厚生労働省、横浜市、世田谷区、逗子市、小田原市、茅ケ崎市、藤沢市

(以上、行政職） 
医療機関 神奈川県立こども医療センター、衣笠病院、福井記念病院、北里研究所

北里大学病院、横浜病院、大和病院、日向台病院 
社会福祉関係民間企業 ベネッセスタイルケア、湘南ライフサポートきずな、ゆうらいふ横浜、佐々

木ケアサービス、日本ケアサプライ、三井住友海上ケアネット、等 
 

4-2-7-5 受講者の能力評価 

試験、レポート、授業の参加状況等により実施している。 

4-2-7-6 講師 

介護福祉士コースの介護系教員 3 名（介護福祉士 2 名、看護師 1 名）は社会福祉士の資格を持ち、社

会福祉をベースにした介護福祉を展開している。 
その他、社会福祉学科教員のほとんど、外部の非常勤講師 20 名ほどが介護福祉教育に関わっている。

実習指導に携わる非常勤講師は 3 名。 

4-2-7-7 プログラムコスト 

入学料は全学科とも県内在住者 282,000 円、県外在住者 564,000 円となっている。授業料は全学科とも

年額 535800 円である。 

4-2-7-8 学習成果のポータビリティ 

編入生や、大卒者の既修得単位、英語検定については、一定の要件を定めて単位認定を行っている。 
履修年限は 8 年、卒業時までに必要な単位数が取れればよいとしているため、留年はない。健康上の問

題があり、出席日数が不足する場合は、補講、マンツーマンでの指導、レポート指導などで対応し、単位取

得のためのフォローをしている。 
実習の場合は、期間の延長や時期をずらす、施設を変更する等、個々の学生の身体、精神状況に配慮

 64



しながら、学科・コースで対応を検討し、サポートしている。 

4-2-7-9 連携先 

産業界との連携は、実習に関わる個別施設との提携と、厚生労働省や自治体、各種団体等が主催する

研修会への講師派遣が中心となっている。 
介護実習施設は特養、老健、障害の施設等で約 20 箇所。1 施設に複数名の学生を配置している。学生

のグループダイナミクスを考慮し、原則 1 施設に同時期に 3 人以上としている。実習は 3 段階あり、それぞ

れの段階での学習に適した施設を 8 箇所前後、設定している。効果的な実習を行うため、実習先とする施

設の選定は慎重に行っている。施設側では、実習指導担当者、現場で対応するスタッフ、施設長などがか

かわりを持つ。管理者の横のつながりも重要なので、実習報告会に施設を招待し、相互に交流しあう場を

設置している（年に 3 回）。 
施設にとっては、実習生を受け入れることで、介護の本質や根拠に基づいた介護の方法、生活者の視

点に立った介護等を見直すことができる。 
介護人材育成の一端として、実習施設の施設内研修の講師を勤めている。月に 1 回程度。施設の年間

研修計画に組み込まれている、地域の介護支援専門員の会などに出向くこともある。施設側のニーズは、

認知症、ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health）;障害の国際的な分類)、燃

え尽きそうな人への支援、介護の価値と課題、地域包括ケア、ターミナルケア、在宅ホスピスケアなど政策

とリンクしたニーズ、人事管理、人材育成のマネジメント、ストレス管理、医療と介護の連携、医療的ケアなど

多岐にわたっている。 
実習指導者と教員の信頼関係が重要であり、学生→教員→指導者にフィードバックしている。 
実習指導者にはゲストスピーカーとして演習・講義に登壇してもらい、教育・指導のスキル向上のために

も、授業に協力してもらう。また、実習指導者全国研修講師としての参画や、テキストや雑誌等の執筆を依

頼している。優れた人材を世に出す役割を感じている。 
 

その他、他の都道府県の研修や中央福祉人材、全社協などの主催する全国規模の指導者研修会にも

協力している。（研修会の主催は、文部科学省、厚生労働省、神奈川県看護協会、日本介護福祉士会、

神奈川県介護福祉士会、富山県介護福祉士会、神奈川県高齢者施設協議会、埼玉県老人保健施設協

議会、島根県社会福祉事業団、神奈川県社会福祉事業団、全国社会福祉協議会、新潟県介護福祉士会

等多数であり、研修実施においてこれらの団体との連携を行っている）。 

4-2-7-10 その他 

ヒューマンサービスの理念のなかに「地域社会への貢献」、「生涯にわたる継続教育の重視」、「保健・医

療・福祉の連携と統合化」の 3 点がある。この理念に基づき、実習指導者の研修、介護系教員の養成、マ

ネジメント等のプログラムを提供し、学部、大学院、生涯学習を一貫させている。 
看護の教員と介護系の教員を希望する者が一緒に学ぶ場を設け、看護教員と介護系教員の資格を取

得することができるコースでは、異なる職種がお互いに知り合い、認め合い、切磋琢磨することの喜びを実

感させる。 
大学と養成校の教育は異なるものだが、養成校 2 年課程を中心にした指定規則では、カリキュラムの運

営が困難な点も多い。介護福祉士養成施設の指定条件の設定にあたっては、大学の教育を信頼し、リー

ダー層を育てるための教育ができるよう、運用に柔軟性を持たせてほしい。 
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4-2-8 日本社会事業大学 専門職大学院ビジネスマネジメントコース 

• 施設管理者等を対象として、施設マネジメントの理論と実践を学ぶ。ゼミでは 1 年目に施設の課題

を分析し、2 年目には改善を実践し、報告書が修士論文となる。 
• 理論と実践の融合を目的とし、講義による知識で理解したことの見学や視察、演習等の実践による

体得、ゼミ形式による学生間の相互交流を重視している。 
• 受講者が所属する施設と卒業後にわたって連携関係を維持している。 
 

A01 教育機関名 日本社会事業大学 

A02 学校種別 大学 

A03 教育機関の連絡先 

日本社会事業大学 専門職大学院（大学院教

務課） 
TEL  042-496-3100 
FAX  042-496-3101 

A04 

教育機関情報 

教育機関の連絡方法 
〒204-8555 
東京都清瀬市竹丘 3-1-30 

B01 教育プログラム名称 専門職大学院ビジネスマネジメントコース 

B02 教育プログラムの URL http://www.jCSw.ac.jp/s_guniversity/ 
B03 

プログラム外形情

報 
正規/非正規 正規課程 

C01 
教育プログラムの内容（概

要） 

福祉サービスの質の向上を実現する経営を目

標に、現役経営者・中核管理者を対象とし、法

人・組織の運営管理や企画立案の理論と手法

の獲得をめざす実践的なプログラム。 

C02 

プログラム内容 

e-learning の活用状況 

進路指導において、各種求人票をデータベー

ス化しており、それらの最新情報は学内ホーム

ページで公開され、コンピュータルーム等から

閲覧可能。 

D01 
教育プログラムの履修期

間 

2 年履修： 
夜間や週末を利用して現在の仕事を継続しな

がら学ぶことのできる就業継続型修習システム。

1 年履修： 1 年間の集中した学び 
1 年・資格取得履修：社会福祉士の受験資格を

取得。 

D02 
教育プログラムの履修単

位数 

2 年履修で週 10 コマ、1 年履修で週 19 コマ+実

習充当日 3 日 
1 年・資格取得履修で週 38 コマ。 
修了単位数、30 単位。 

D03 
教育プログラムの総授業

時間数 
675 時間（1 単位 15 コマ 1.5 時間として 30 単位

分）以上。 

D04 

プログラム規模 

教育プログラムのうち実践

的授業時間数 

マネジメントに関する実践教育（各人が実習を

行う会社の課題を検討させるなど）を実施し、レ

ポート・発表を行っている。 
2 年履修、1 年履修の場合、実習充当日 3 日 

J0A 
受講者の能力評

価 
修了結果の証明書類の

発行 
専門職大学院修了により、専門職修士号授与。
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4-2-8-1 経緯と概要 

日本社会事業大学は厚生労働省の委託を受け設立された学校法人であり、平成 16 年 4 月に開設した

日本で最初の福祉専門職業人を養成する専門職大学院である。ケアマネジメントコース、ビジネスマネジメ

ントコースの 2 コースが設置されている。ケアマネジメントコースでは、人権擁護と自立生活を支援すること

を目的に、ケアマネジメントを手段として活用するソーシャルワーク実践について、事例に基づき高度な知

見と技術の修得を、ビジネスマネジメントコースでは「措置から契約」を踏まえた社会福祉法人の経営戦略

とノウハウや、福祉コミュニティビジネス、福祉 NPO 法人の設立と運営に関するノウハウの修得を目指す。 

4-2-8-2 プログラム設計 

専門職大学院では、現在の福祉現場で不足し、かつ強く求められている「マネジメント能力のある人材」

の養成に力を入れている。ケアマネジメントコースとビジネスマネジメントコースの 2 コースを設置し、いずれ

も前期は福祉のどの領域にも対応したジェネリック（汎用性のある）・ソーシャルワークを学び、後期にはコ

ースの目的に応じたスペシフィック・ソーシャルワークを学習する。卒業後に博士後期課程への進学も可能

で、研究者への道も開かれている。 

 
出典：日本社会事業大学大学院 大学院案内 

図 4-12 専門職大学院の就業継続型修習システムにおける履修形態 

 
 
ビジネスマネジメントコースは、社会福祉法人、NPO、福祉サービス企業などの経営者や幹部の育成を

目指し、NPO の創設・運営や個人起業の方法、募金の集め方など福祉事業の経営管理や企画立案に関

する高度な知識・技術を学ぶ。体系的な知識とそれをどのように実践に活用するかを習得できるよう配慮し、

演習を中心に構成している。 
＜演習テーマ例＞ 

• 福祉サービスにおける人材育成システムのありかた  
• 福祉におけるイノベーション・起業の実際  
• 社会福祉法人の財務・会計分析  
• 福祉企業・社会福祉法人・NPO 等のマネジメント（組織・財務・人材開発・サービス管理等） 
• 福祉（主に高齢者介護、社会福祉法人）におけるクリティカルシンキング、サービスマネジメント、マーケ

ティング、会計、ヒューマンリソース等 
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出典：日本社会事業大学大学院 大学院案内 

図 4-13 専門職大学院のカリキュラムの構造 
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ゼミでは、実際の施設における課題を分析し、具体的な取り組みを行い、それを実践報告書にまとめ、

修士論文としている。また、見学や視察など、現場と直結し実務に役立つ見識や人脈を広げる機会を積極

的に提供している。 
継続的に新規学生を獲得するためには、卒業生が施設に戻り他の学生候補に対して当校を勧める、あ

るいは施設・法人として次の受講者を送り出すような、卒業生のカスタマーロイヤリティを高めなければなら

ないと認識している。 
 

4-2-8-3 受講者 

福祉マネジメント研究科（専門職大学院）、平成 22 年度入試合格者 65 名である。定員は 80 名だが、定

員を超えたのは 1 年目のみであり、以降 3 年間、定員割れの状態が続いている。ビジネスマネジメントコー

スは、福祉分野の事業所・施設においてマネジメントに携わっている実務者が大半を占める（例えば、1 つ

のゼミでは構成員 9 名のうち、施設長以上 5 人、ミドルマネジャー2 人、会社社長経験者 1 人。施設内訳は、

営利法人 2 名、医療機関 2 名、残りは社会福祉法人）。現在 25 人が在籍し 3 分の 1 程度が 1 年コースで

ある。1 年コースはミドルマネージャークラスが多い。 
一般入試資格は、「大学卒業相当者で、3 年以上の社会人経験を有する者または社会人経験 3 年未満

の者でボランティア経験等を有する者」としている。 
1 年または 2 年に履修コースのほか、外部からの聴講者を受け入れている。リカレント講座（スキルアップ

講座・福祉マイスター道場・福祉経営塾）、聴講生制度、修習生制度等も設置している。 

4-2-8-4 出口・就職 

ビジネスマネジメントコースは、施設や事業所のマネジャーとして実務を行う受講者が多く、課程終了後

の就職希望者は少数である。専門職大学院修了により専門職修士号が授与されるが、取得した資格その

ものを活用するというよりも、習得した知識や知識と体系付けられた実践的ノウハウ、人脈などが、その後の

実務を行ううえで重要となる。学校としても、受講者や受講者を送り出す施設・事業所のニーズは、この部

分にあると捉え、実用的なプログラムを展開している。 
※専門職大学院全体としては、多岐にわたる進路希望先に対応するため、担当教員と連携しながら、個

別相談を通して、各院生の希望先に対応したきめ細かい就職支援を行っている。 

4-2-8-5 受講者の能力評価 

専門職大学院修了により、専門職修士号を授与する。単位の取得については試験、レポート等を実施し

ている。体系的な理論の習得と実践への活用を目的とするため、筆記テストを頻度高く行っている。また、

毎回の講義で学んだことを自分の経験に照らして記述するリアクションペーパーも成績評価に反映してい

る。アウトカムだけではなく、プロセスを評価することを重視している。 
このほか、修了者を対象とした独自の修習生制度「認定アドバンスソーシャルワーカー」を設置している。

スーパーバイザーやマネジャー（管理職）に要求されるコンピテンシー（能力）を明確にし、実践的な実習を

行い、実習報告などに基づき一定の基準をクリアしたと認められる方に独自の認定資格である「アドバンス

ソーシャルワーカー」を認定するもの。要求される実践能力の内容を明確にした認定資格とし、ソーシャル

ワーカーとして社会的な認証を受けられることを目標にしている。 

4-2-8-6 講師 

現役の介護・福祉関連の法人・組織の経営者である教員が複数、ゼミを担当し、実践的な教育を行って

いる。専任教員のほか、日本社会事業大学社会福祉学部との兼任。非常勤教員は、他大学福祉関連の教

員、福祉機関、NPO 関係等に所属する教員もいる。 
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4-2-8-7 プログラムコスト 

厚生労働省委託事業であり、授業料・入学金は国立大学の大学院に準じている。私立の大学院に比べ

て負担は軽い。 
学費は、入学金 282,000 円、授業料 535,800 円、教育充実費 175,000 円、社会福祉実習費 130,000 円

および諸経費 6,000 円となっている。 

4-2-8-8 学習成果のポータビリティ 

教育機関・履修年限を超えた学習成果の持ち越しは認めていない。 
修習生制度を設け、卒業生が在籍中に取れなかった講座や新しい講座などを受講できるようにしている。

大学院や在籍者との関係性を維持することが可能であり、卒業生の 5 人中 4 人が利用する。 

4-2-8-9 連携先 

社会人を対象としているコースであり、企業との連携は必然的にある。実習はほぼ学生が勤務している

職場で実施している。 
社団法人日本社会福祉士会よりカリキュラム・広報・実習先等について協力を得ている。また、全国社会

福祉施設経営者協議会と連携し、チェーンレクチャーを実施している。現場の経営者を招き事例を紹介し

てもらう。 
平成 19 年、埼玉県との事業連携を結び、県、市町村の福祉を総合的に支援するという全国初の取り組

みを開始した。県職員等を対象とした福祉マネジメント能力の養成をはじめ、地域社会の変動や福祉ニー

ズに対応した福祉政策の展開を目指している。 
また、特別推薦入試の指定法人推薦枠を設け、学生の推薦を受ける。更新制とし、年に 1 度教員が訪問

してニーズ把握するなど、関係を維持、強化している。現在 50 法人程度である。 
また、全国の福祉関連の施設・団体・行政・公的機関で活躍する卒業生・修了者とのネットワークを重視

し、充実させている。 

4-2-8-10 その他 

介護の分野は視野が狭くなりがちであるが、介護の職員がもっと広い視野を持てるような教育プログラム

が求められる。 
また、介護分野は、擬似市場、社会市場と言われるように制度リスクがある。制度の動きに振り回されず、

将来の制度につながるものを地道に実践する、すなわち長期的視野で制度リスクを最小化する考え方を理

解する必要がある。 
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